
自己紹介

昨年12月にVRCの世界に(5ヶ月目)
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整理という名の苦行
なぜデジタルツールを使っても

情報は片付かないのか？
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決断疲れ (Decision Fatigue)

私たちの脳は一日に数多くの決断を下すと疲れて
しまい、決断の質が低下する 

デジタルホーディング

デジタル保存が半永久な故に、必要かどうか判断
せずにデータを際限なく蓄積する行動パターン 

脳の進化とのギャップ
人間の脳は物理的な対象物を空間で認知
する

人間の脳の整理は物理的な
対象物を空間で認知する



デジタル情報特有の本質的な整理の難しさ
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当然ながら機械よりも人類が
確認するためのデータ群
→正規化すりゃいいって話でも無い

我々の思考は線形ではなく網状
情報間の関係性も多元的

分類を細かな粒度にしていくほど
一つ一つの分類のカバー範囲が狭くなる
→例外やグレーゾーンが無限にかさむ

デジタル情報整理には、物理的整理には存
在しない独特の認知負荷が伴う



人類は「テキトーに覚えとく」をすごく上手くやってる
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人間の分類思考には「自然な分類」の傾向がある

人間が物事を分類する際に、厳密な論理的階層
よりも、日常経験に基づいた直感的なグループ化
を好む傾向のこと。

自然な分類(natural categorization)とは？

情報を多元的に扱うのが上手だからこそ出来る芸当



既存のデジタルツールはこれをどうやって解決しようと
しているのか？(あるいはなぜ解決できていないのか)
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シンプルな設計にすると使い勝手が悪い 柔軟で多機能にすると混乱を招く

情報整理ツールのトレードオフとはなにか？
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機能が増えるほどインターフェースが
複雑になり、学習コストが高くなる

『整理のためのツール自体を整理・学習する必要がある』

→流石に皮肉が効き過ぎ
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情報ツールは往々にしてユーザーの実際の作
業パターンではなく理想的なワークフローを
前提に設計されている。
これが現実とのギャップを生み、フラストレーショ
ンの原因となる。



このトレードオフを解消できるか？
スイートスポットはどこにあるのか？

プログレッシブディスクロージャー
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高度な機能や使用頻度の低い機能を2段階目の
設定画面に譲り、学習容易性の向上とエラーの軽
減を図る。



プログレッシブディスクロージャーをデザイン
するときに注意しなければならない点

1.最初の画面に載せる機能と次の画面

に回す機能とをはっきりと二分

しなければならない。

2.最初の画面から次の画面へ進むための

方法を分かりやすくしなければならない。
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認知負荷の少ないUI設計

それ名前あったんだのコーナー
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「受け入れるものは寛容に、送信するものは保守的に」
ユーザー目線では「入力は柔軟に、出力は厳格に」

11ロバストネス原則



小さな要素の集合体が表現や定義
の曖昧さ、変化の程度によって認
識に相違が生まれうること
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ソリテス・パラドックス（sorites paradox)

・ ユーザーにとって少しずつ変わる
UIが、どこから「使いづらくなった」と
感じられるかは曖昧
・ 1つの改善は小さくても、積み重
ねでUXが大きく変化する
・厳密なラベリングの重要性



『FocusPeak』
音声AIベース統合型学習ツール
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AIが進化した世界で
人間の価値の差はどこで生まれるのか？
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汎用性を超える専門性のための学習

AIの出力した「やるべき事」をちゃんと
実践できるか
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